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あけましておめで湯
と う

！
せきがね湯命館

　１月１日、せきがね湯命館で、「あけましておめて湯！」と題して、

鏡開き、振る舞い酒、もちつき、ぜんざいの振る舞いが行われました。

　この年始イベントは、湯命館が平成 15 年から元旦営業を始めたの

に併せて開催されているもので、今年で第４回を数えます。参加した

湯命館の入場者（今年は元旦に約 1,100 人）、毎年楽しみにされてい

る旅館の宿泊者や地元の人は、鏡開きしたお酒を口にしながら新年の

あいさつを交わしていました。また、地元の浅井もちっこ倶楽部の協

力でついたおもちを、ぜんざいやいろりの炭火で焼いてしょう油につ

けた香ばしいあつあつを、ほおばっていました。

　参加者はこのあと、お湯につかり、心も体も温まって新年を迎えま

した。

　このほか湯命館では、「日替わりお年玉プレゼント」として、１日か

ら４日までの入湯者先着で 100 人に、日替わりプレゼントが進呈さ

れました。
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安くて便利な岡山行高速バス
岡山空港・ＪＲ乗り換えが便利です

岡山空港は→回数券･2,000 円×（4枚綴り）
毎日 4便　倉吉駅発 7：00・8：20・14：30・16：30　

    所要時間　岡山空港まで 2：25　岡山駅まで 2：55

     お問い合わせ･日ノ丸自動車（株）倉吉営業所　26-4111

< 運賃 >岡山駅まで

日本交通 1 泊 2 日バス旅行
第 13 回 日交スペシャルツア春一番

『山内一豊ゆかりのあったか南国土佐・室戸岬の旅』
土佐皿鉢料理とかつおのタタキ食べ放題の夕食

旅行代金　平日発　22,000 円～休前日発　27,500 円
出発日 2/19（日）･2/20（月）･2/23（木）･2/25（土）･2/26（日）･2/27（月）･2/28（火）
･3/1（水）･3/4（土）･3/5（日）･3/6（月）･3/7（火）・3/9（木）･3/10（金）･3/11（土）
･3/12（日）･3/15（水）･3/16（木）･3/17（金）･3/19（日）　の全日
倉吉 6：50 ごろ発 /19：30 ごろ着予定

旅行企画・実施：鳥取県知事登録旅行業第 2-2 号
㈱日本交通旅行社　倉吉営業所　旅行業務取扱管理者　松下　薫

申込・問い合わせ先　0858-26-1117

　路線バスは、通勤、通学、通院は

もとより、地域の日常生活を支える

大変重要な交通機関としての役割を

担っていますが、自家用車の急速な

増加によってバス利用者が著しく減

少し、県内の利用者数は、昭和 41

年をピークに減少を続け平成 16 年

にはピーク時の約９. ９％ ( 対前年

比９５. ７％ ) となり、１人当たり

１月の乗車回数も１回と歯止めがか

からない状態です。

　地域にとって必要な路線バスです

が、利用者の減少から赤字となる路

線が増加し、路線の維持・確保が難

しい状況が続いています。

　国、県、市では、さまざまな補助

金制度を作り、バス事業者に対して

必要な交通手段の確保をするため、

赤字バス路線への補助を行っていま

す。

　バス事業者にも、維持・確保につ

いて見直しを行っていただいていま

すが、バス利用者の減少で毎年多額

の補助金を支出しています。

　地域の重要な交通手段として路線

バスを維持するためには、何よりも市

民の皆さんにバスを利用していただ

くことです。バス事業者では、だれで

も利用できる人に優しいノンステッ

プバス、ワンステップバスの導入も

進められています。市民の皆さんには、

家庭、職場、地域で利用について考

えていただき、バスを利用しましょう。

　また、事業所などでは、ノーマイカー

デーを設定いただき、公共交通機関（バ

スなど）の利用を促進しましょう。
路線維持のため

市が負担している金額

バスは重要な交通手段路線バスの現状は

年　度 補助金額

平成 13 年度 ６，３９０万円

平成 14 年度 ６，１６０万円

平成 15 年度 ６，６６０万円

平成 16 年度 ６，１７０万円

 通勤・通学に

    バスを利用しましょう

 通勤・通学に

    バスを利用しましょう

※路線バスのサービス、ダイヤなどの問い合わせは、

日ﾉ丸自動車株式会社倉吉営業所

　（ 26-4111 ／ 26-4117）

日本交通株式会社倉吉営業所

　（ 26-1111 ／ 26-6236）

　通勤の交通手段として自家用車の利用を控え、バスなどの公共交通機関を利用しましょう。特に冬期間は、

思わぬ大雪に見舞われ、渋滞を引き起こすことがたびたびあります。バスなどの公共交通機関は一度に多くの

人を輸送できますし、交通渋滞や交通事故防止、そして二酸化炭素の排出量を削減するなど地球環境への負担

を減らすことができます。

　公共交通機関（バスなど）を利用することは、地域の日常生活を守ることにつながります。

路線バスの運行などに対する

ご意見は、市役所企画課

（ 22-8161 ／ 22-8144）

E-mail：kikaku@city.kurayoshi.tottori.jp

倉吉市の補助金の推移
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　倉吉市では、平成 17 年度新市建設計

画に伴い新市ブランド化計画 ( 地域資

源を活用した新市の活性化計画 ) を民

間との協働で策定するため、新市ブラ

ンド化計画策定分科会など開催業務を

NPO 法人養生の郷へ委託し、住民の地

域資源活用に向けた意見集約、意識の

高揚を図っています。

＜主な取り組み状況＞

第１回イベント････････････

■『こころもからだも温まる～里見ゆか

りの郷フォーラム～』

　新市の歴史文化を地域資源としてとら

え、どのように活用していけばよいの

かを講演パネルディスカッションを通し

て、市民に考えていただくため開催しま

した。

と　き：平成 17 年 11 月 5 日(土) 14 時～

ところ：倉吉市関金都市交流センター

参加者：約130人

〇講演

講師：大岳院住職 中村見自さん

　鳥取大学地域学部教授 野田邦弘さん

講演内容：里見忠義ゆかりの地としての

地域住民の意識改革、地域の人が意識し

ていない歴史文化も全国に誇れる地域資

源となり全国発信が可能であるなどﾞの

講演をいただきました。

〇パネルディスカッション

コーディネーター ：新市ブランド化プロ

デューサー 福井功さん

パネリスト：講演いただいた講師 2 人、

せきがね里見まつり実施委員会副委員

長 福永晴美さん、NPO 法人養生の郷理

事長 竹田哲男さん

内容：里見終えんの地としての倉吉市、

里見まつりで披露される里見ハ犬士を題

材としたせきがね子供歌舞伎の全国発信

の可能性、まちづくりの主役は住民であ

ることを再認識し、今後の地域資源の活

用に役立てることを確認しました。

第２回イベント････････････

■「実践的・食料産業クラスター学習

フォーラム」

と　き：平成17年11月26日(土) 15 時 30 分～

ところ：JA 鳥取中央本所大会議室

参加者：約 70 人

〇講演

講師：農林水産省総合食料局　食品産業

企画課課長補佐　津金澤昌宏さん

演題：『～応援します ｢ 新市ブランド化 ｣

～実践的「食料産業クラスター」の解説』

講演内容：異業種の結びつきによる、地

域特産品開発の今後の可能性をわかりや

すい制度解説を交えご講演いただきまし

た。

〇パネルディスカッション

コーディネーター：新市ブランド化プロ

デューサー 福井功さん

パネリスト：JA 鳥取中央代表理事組合

長坂根國之さん、㈱赤瓦取締役 森和美

さん、農林水産省 津金澤昌宏さん

内容：それぞれの立場からの特産品開発

の取り組みについての活発な質問をされ

ました。今後はこの食料産業クラスター

制度を活用し、新しい特産品開発が進む

ものと期待しています。

≪今後の予定≫

　地域資源としての活用を考える「薬膳、

湯治場、観光およびグリーンツーリズム

事業」に関連したイベントを開催する予

定としています。今年度のうちに新市ブ

ランド化計画 ( 概要版 ) を策定し、市民

の皆さんに倉吉市の地域資源を再認識し

ていただき、自らが誇りを持ち、全国発

信できるよう計画を実行していきます。

※「新市ブランド化」とは、新市の恵まれ

た自然環境、歴史文化、農産物、温泉、

古い町並み、地域特産物などの地域資源

を活用した新市の活性化につながる仕組

みづくりを行政と民間との協働で進め、

これを新市の特徴として新市内外に発信

していくことです。

※グリーンツーリズムとは、「緑豊かな

農村地域で、その自然・文化・人々との

交流を楽しむ、滞在型の余暇活動」とい

うのが農林水産省の定義です。

第３回 イベント
「薬膳」「湯治」を活用しよう　

「薬膳と湯治～地域資源を生かした町づくり～フォーラム」

と　き：1 月 28 日（土）午後２時～（受付：午後１時３0 分～）

ところ：関金都市交流センター　大ホール（湯命館となり）

対象者：一般公開＊入場無料

　　　　（ただし、試食会参加者は、当日２００円負担）

内容：第１部＝講演一『地産地消を考える薬膳～地元の食材を最

大限に駆使しよう～』（講師：全日本薬膳食医情報協会理事長　

岡本清孝さん）講演二『温泉活用による健康づくりと地域振興』（講

師：湯原温泉旅館協同組合理事長 古林伸美さん） 

   第２部＝座談会・質疑応答 ､ 薬膳試食会

※問い合わせ先

　ＮＰＯ法人養生の郷　担当：青木、岸本（ 48-7001）

　市企画部交流推進課（ 45-2112/  45-3964）

新市ブランド化計画の取り組み状況新市ブランド化計画の取り組み状況
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※倉吉市のホームページに、「新市ブランド化プロデューサーの情報コーナー」がありますので、ぜひご覧ください。




